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※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくり 

と歩いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いていると 

き、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気 

が付くことがあります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、 

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 2 年 8月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 2年 8月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 2年 8月の北海道の自殺者数は 69 人でした。また、全国の自殺者数は 1,854 人、そのう

ち男性は 1,203人、女性は 651人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 2年 8月末と令和 2年 7 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 2年 8月＜北海道  69人、全国 1,854 人、全国(男性) 1,203人、全国(女性)  651人＞ 

令和 2年 7月＜北海道  93人、全国 1,818 人、全国(男性) 1,167人、全国(女性)  651人＞ 

前  月  比  ＜北海道 -24人、全国  +36 人、全国(男性) +36 人、全国(女性) ±0人＞ 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

令和 2 年 8 月の自殺者数は、前月比では、全国、全国（男性）において増加、北海道におい

て減少、全国（女性）において増減無しでした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 24、

減少したのは 21、変化なしは 2でした。 

 

2. 令和 2年 8月末と令和元年 8月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

令和 2年 8月＜北海道  69人、全国 1,854 人、全国(男性) 1,203人、全国(女性)  651人＞ 

令和元年 8月＜北海道  95人、全国 1,603 人、全国(男性) 1,139人、全国(女性)  464人＞ 

前 年 比  ＜北海道 -26人、全国 +251人、全国(男性)  +64人、全国(女性) +187 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、全国、全国（男性）、全国（女性）において増加、北海道において減少で

した。また、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 28、減少したのは 16、増減なし

は 3でした。 

  

◇令和元年における自殺未遂の状況◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」から令和元年の自殺未遂歴有無別自殺

者数、総務省消防庁「令和元年版救急救助の現況」から平成 30年全国における自損行為による

救急自動車の出動件数及び搬送人数の推移について報告します。 

 

1. 令和元年中における自殺未遂歴の有無別自殺者数 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

              総数        男性        女性     

全国自殺者総数     20,169人(-3.2%)   14,078 人(-1.5%)   6,091 人(-7.0%) 

全国自殺未遂歴あり    3,723人(-7.0%)    1,989 人(-3.7%)   1,734 人(-10.5%) 

全国自殺未遂歴なし   12,984人(-1.1%)    9,536 人(+0.6%)   3,448人(-5.7%) 

全国自殺未遂歴不詳    3,462人(-6.6%)    2,553 人(-7.1%)     909 人(-4.9%) 

 

北海道自殺者総数     971 人(-2.7%)    678人(-0.7%)      293人(-7.0%) 

北海道自殺未遂歴あり   186 人(-13.1%)   105人(-5.4%)       81人(-21.4%) 

北海道自殺未遂歴なし   569 人(+0.7%)    416 人(+1.0%)     153人(±0%) 

北海道自殺未遂歴不詳   216 人(-1.4%)     157人(-1.9%)       59人(±0%) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

※( )内は前年比 

 

令和元年中における自殺者の自殺未遂歴の有無について、全国では、「自殺未遂歴あり」、「自

殺未遂歴なし」共に前年比において減少しました。しかし、男女別に見ると、男性の「自殺未

遂歴なし」において増加が見られました。 



北海道では、前年と比較して、自殺者総数は減少していますが、「自殺未遂歴あり」において

前年比減少、「自殺未遂歴なし」において前年比増加が見られました。男女別に見ると、男性「自

殺未遂歴なし」において前年比増加、女性「自殺未遂歴なし」、「自殺未遂歴不詳」において同

数、それ以外の項目においては減少でした。 

 

2. 平成 30年中全国の自損行為による救急自動車の出動件数及び搬送人数の推移 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

        出動件数      搬送人数     搬送人数総数に占める 

自損行為の割合 

平成 30年   51,994 件(-0.7%)   35,156人(-0.6%)      0.7% 

平成 29年   52,347 件         35,377 人            0.6% 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

※( )内は前年比 

 

自損行為による救急自動車と搬送人数は、平成 21 年の出動件数 74,262 件、搬送人数 52,630

人をピークに、その後、減少を続けています。平成 30 年中全国における自損行為による救急自

動車の出動件数は前年と比較し 647 件（0.7%）の減少、搬送人数は 221人（0.6%）の減少でし

た。搬送人数総数に占める自損行為の搬送人員の比率においては、ほぼ横ばいの中若干の減少

が続いていましたが、平成 30 年においては前年と比べ若干の増加となりました。 

 

参考資料 

厚生労働省、「地域における自殺の基礎資料」、2020 

総務省消防庁、「令和元年版救急救助の現況」、2020 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇「平成 30 年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」につ

いて[文部科学省]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、文部科学省「平成 30 年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査結果」についてご紹介します。 

本資料は、生徒指導上の諸課題の現状を把握することにより、今後の施策の推進に資するこ

とを目的とし調査されたものです。児童生徒の問題行動等は、教育関係者のみならず、広く国

民一般の憂慮するところであり、その解決を図ることは教育の緊急の課題となっていることに

鑑み、児童生徒の問題行動等について、事態を正確に把握し、これらの問題に対する指導の一

層の充実を図るため、毎年度、暴力行為、いじめ、不登校、自殺等の状況等について調査が行

われています。 

今回は、本資料の中から自殺に関係する箇所を一部抜粋し報告します。調査の対象は、国公

私立小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校となっており、調査事項は、①

自殺に係る調査を実施した件数、②自殺した児童生徒が置かれていた状況です。 

 

 



児童生徒の自殺の状況 

平成 26年度から平成 30年度の児童生徒の自殺者数を見ると、平成 27年度に減少が見られる

ものの年々増加傾向にあります。特に平成 30年度においては、前年度比 82 人（33％）の増加

となりました。学校種別にみると、小学生は 5人前後の横ばいで推移、中学生は年々約 10%~20%

増加、高校生は増減を繰り返していたものの平成 30 年度において前年度比 67 人（42%）の増

加となっています。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

平成 26年度  平成 27年度  平成 28年度  平成 29 年度  平成 30年度 

総数           232            215            245            250            332 

小学生           7              4              4              6              5 

中学生          54             56             69             84            100 

高校生         171            155            172            160            227 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

 

 

自殺した児童生徒の学年別内訳（国公私立） 

平成 30年度の学年別自殺者数をみると、学年が上がるにつれて自殺者数も増加する傾向にあ

ります。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

   1年   2年   3年   4年   5年   6年   計 

小学校            0        0        0        0         1         4        5 

中学校           17       33       50        -          -        -       100 

高等学校         64       70       84        9          -        -       227 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

 

 

自殺した児童生徒が置かれていた状況（国公私立） 

平成 30年度の自殺した児童生徒の原因・動機をみると、最も多いのは“不明”となっていま

す。これは、「周囲から見ても普段の生活の様子と変わらず、特に悩みを抱えている様子も見ら

れなかった。等」に付けられる項目になっています。次に多いのは、“家庭不和”となっており、

特に高等学校において多くなっています。次に、“父母等の叱責”が挙げられており、中学校、

高等学校において多く、特に中学校の中では“不明”を除くと最も多い原因・動機となってい

ます。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

小学校   中学校   高等学校   計 

家庭不和                              0            8            33        41 

父母等の叱責                          0           13            17        30 

学業等不振                            0            8             9        17 

進路問題                              0           10            18        28 

教職員との関係での悩み                0            3             2         5 



友人関係での悩み                      2            6             8        16 

いじめの問題                          0            3             6         9 

病弱等による悲観                      0            4             5         9 

えん世                                0            3            18        21 

異性問題                              0            8            14        22 

精神障害                              0            4            20        24 

不明                                  3           60           131       194 

その他                                0            9             9        18 

※ 複数回答可 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

 

参考文献 

文部科学省、「平成 30年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

結果」、2019 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版HP をご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターの HP を開設しています。最新の北海道の状況を掲載して

おり、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、Andante の

バックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

パソコンHP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版HP も開設しています。警察庁および北海道警察か

ら公表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せ

てご覧ください。 

携帯HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

北海道はすっかり秋の肌寒さを感じる季節となりました。新型コロナウイルス感染症の影響

による外出自粛、夏のアイス、秋の食欲ですっかり肥えた体となり、そろそろダイエットにつ

いて考え始めた今日この頃です。 

自殺に関するニュースとしては、有名人の自殺が続いていることに危機感を抱きます。自殺

について報道される際には十分に配慮し、相談機関の紹介も併せて行われることを願います。

もう一つ、毎年厚生労働省より発行されている『自殺対策白書』についてニュースがありまし

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm


た。今年は、中高年、高齢者の自殺について詳細な分析が行われたようです。閣議決定は今秋

となる予定です。自殺対策に携わるものとしていつも参考とさせて頂いている書籍なだけに公

開、発行を楽しみに待ちたいと思います。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.136は、令和 2年 10 月末に配信予定です。 

 

 

                                                    ＊お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

